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(57)【要約】
【課題】通知情報が記入された通知情報記入片を配送物
とともに送付する場合、作業を煩雑にすることなく、か
つ、通知情報記入片と配送物を配送するための配送情報
とのマッチングミスを防止する。
【解決手段】配送伝票片１１と明細書片１２とが分離可
能に連接してなる表面シート１０と、表面シート１０に
貼着された剥離紙２０とを有し、配送伝票片１１は、明
細書片１２との連接方向両端部に、貼着された剥離紙２
０が剥離可能となった擬似貼着部１９ａ，１９ｂを有し
、剥離紙２０は、配送伝票片１１の擬似貼着部１９ｂに
対向する領域が他の領域から分離可能に構成された分離
部２３となっている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配送情報が記入または印字される配送情報記入片と通知情報が記入または印字される通
知情報記入片とが連接してなる第１のシートと、前記第１のシートの一方の面に粘着層に
よって貼着された第２のシートとを有してなる配送用ラベルであって、
　前記第１のシートは、前記配送情報記入片と前記通知情報記入片の連接方向に延びるよ
うにその両側部に沿って第１の切り離し線が形成され、前記配送情報記入片の前記第１の
切り離し線よりも外側が、貼着された前記第２のシートが剥離可能となった第１の擬似貼
着部となり、
　前記第２のシートは、前記第１の擬似貼着部に対向する領域が他の領域から分離可能に
構成されるとともに、前記通知情報記入片に形成された前記第１の切り離し線に対向する
領域に第２の切り離し線が形成されている配送用ラベル。
【請求項２】
　請求項１に記載の配送用ラベルにおいて、
　前記配送情報記入片と前記通知情報記入片とは分離可能に連接し、
　前記配送情報記入片は、前記通知情報記入片との連接方向両端部に、貼着された前記第
２のシートが剥離可能となった第２の擬似貼着部を有し、
　前記第２のシートは、前記配送情報記入片の前記第２の擬似貼着部のうち前記通知情報
記入片との連接側とは反対側の第２の擬似貼着部に対向する領域が他の領域から分離可能
に構成されている配送用ラベル。
【請求項３】
　配送情報が記入または印字される配送情報記入片と通知情報が記入または印字される通
知情報記入片とが分離可能に連接してなる第１のシートと、前記第１のシートの一方の面
に粘着層によって貼着された第２のシートとを有してなる配送用ラベルであって、
　前記配送情報記入片は、前記通知情報記入片との連接方向両端部に、貼着された前記第
２のシートが剥離可能となった擬似貼着部を有し、
　前記第２のシートは、前記配送情報記入片の前記擬似貼着部のうち前記通知情報記入片
との連接側とは反対側の擬似貼着部に対向する領域が他の領域から分離可能に構成されて
いる配送用ラベル。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項に記載の配送用ラベルにおいて、
　前記配送情報記入片は、他の領域から分離可能に区画形成された分離票を有し、該分離
票の前記第２のシートに対向する面には前記粘着層が配置されていない配送用ラベル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、配送物に貼着される配送用ラベルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、カタログ等を用いて商品を注文し購入する通信販売においては、商品を取り
扱う店舗に出向くことなく所望の商品を購入することができるため、主に、店舗に出向く
時間のない利用者が多く利用している。また、一冊のカタログに様々なカテゴリーの商品
が掲載されているものにおいては、一冊のカタログを用いて様々なカテゴリーの商品を見
ることができるため、利用者は自宅等にてあたかも大型店舗に出向いているかのように商
品を選択することができる。また、近年においては、インターネットの普及に伴い、イン
ターネットを介して商品を販売するサービスも提供されており、利用者は商品が販売され
ているサイトにアクセスすることにより、カタログ等を用いた通信販売と同様に、店舗に
出向くことなく自宅等にて所望の商品を選択して購入することができる。
【０００３】
　上述したような通信販売を利用して商品を購入する場合は、カタログ等に掲載された商
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品に付与されたコード番号や商品名を所定の用紙に記入し、郵送もしくはＦＡＸにてこの
用紙を販売元に送付する。また、インターネットを介して商品を購入する場合は、商品を
販売するサイト上に掲載された商品に付与されたコード番号や商品名を指定する。すると
、商品の販売元において、利用者から送付されてきた用紙に記入されたコード番号や商品
名、あるいはサイト上にて指定されたコード番号や商品名に基づいて、利用者が指定した
配送先に商品を宅配便等で発送するとともに、その利用明細が記載された利用明細書を利
用者に送付する。そして、商品を受け取った利用者は、受け取った商品と利用明細書に記
載された利用明細とを比較することにより、注文した商品が確かに販売元から発送され利
用者が受け取ったかどうかを判断し、その後、商品を注文した際に指定した支払い方法に
よって購入した商品の料金を支払う。
【０００４】
　このように、カタログやインターネットを用いた通信販売においては、利用者が購入し
た商品が宅配便等によって利用者に配送される際に、その利用明細が記載された利用明細
書が利用者に送付されることになるが、この利用明細書は、利用者が購入した商品と同梱
されて利用者に送付されることになる。近年、このような利用明細書を、商品を利用者に
配送する際に用いられる配送用ラベルと一体化することにより、配送用ラベルに印字され
る配送情報と利用明細書に記載される利用明細とのマッチングミスを防止する技術が考え
られている（例えば、特許文献１参照。）。これにより、配送情報と利用明細とが同一の
シートに印字され、その後、配送用ラベルと利用明細書とが分離され、配送用ラベルは商
品を梱包した段ボール等に貼着され、利用明細書はその段ボール等に入れられて商品が利
用者に発送されることになる。
【特許文献１】特開２００２－３１１８３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述したような通信販売においては、商品を利用者に発送する際に、商品を段ボール等
の梱包材に入れる作業の他に、配送用ラベルを段ボール等に貼着する作業と、利用明細が
記載された利用明細書を段ボール等に入れる作業との２つの作業を行うこととなる。その
ため、商品を利用者に発送する際の作業が煩雑になってしまうとともに、配送用ラベルと
利用明細書とを一体化したものを用いた場合であっても、２つの作業にてマッチングミス
が生じた場合、利用明細書が本来の送付先とは異なる利用者に送付されてしまうことにな
ってしまう。
【０００６】
　本発明は、上述したような従来の技術が有する問題点に鑑みてなされたものであって、
通知情報が記入された通知情報記入片を配送物とともに送付する場合、作業を煩雑にする
ことなく、かつ、通知情報記入片と配送物を配送するための配送情報とのマッチングミス
を防止することができる配送用ラベルを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために本発明は、
　配送情報が記入または印字される配送情報記入片と通知情報が記入または印字される通
知情報記入片とが連接してなる第１のシートと、前記第１のシートの一方の面に粘着層に
よって貼着された第２のシートとを有してなる配送用ラベルであって、
　前記第１のシートは、前記配送情報記入片と前記通知情報記入片の連接方向に延びるよ
うにその両側部に沿って第１の切り離し線が形成され、前記配送情報記入片の前記第１の
切り離し線よりも外側が、貼着された前記第２のシートが剥離可能となった第１の擬似貼
着部となり、
　前記第２のシートは、前記第１の擬似貼着部に対向する領域が他の領域から分離可能に
構成されるとともに、前記通知情報記入片に形成された前記第１の切り離し線に対向する
領域に第２の切り離し線が形成されている。



(4) JP 2010-85584 A 2010.4.15

10

20

30

40

50

【０００８】
　上記のように構成された本発明においては、第１のシートの擬似貼着部から第２のシー
トを剥離して第１の擬似貼着部にて粘着層を表出させるとともに、通知情報記入片及び第
２のシートにそれぞれ形成された第１及び第２の切り離し線を切り離し、第１及び第２の
シートを配送情報記入片と通知情報記入片との連接部分を中心として折り畳むと、配送情
報記入片が表側となり、裏側に通知情報記入片が配置された状態で粘着層によって配送物
に貼着されることになる。その後、配送物が配送情報記入片に記入または印字された配送
情報に従って配送先に配送され、配送物に貼着された配送情報記入片に形成された第１の
切り離し線を切り離すと、配送情報記入片の第１の擬似貼着部のみが配送物に貼着された
ままで、配送情報記入片と通知情報記入片を配送物から分離することができる。
【０００９】
　このように、配送情報記入片と通知情報記入片とが同一のシート上に設けられているこ
とにより、配送情報記入片に記入または印字された配送情報と通知情報記入片とのマッチ
ングミスを防止することができる。また、配送情報記入片が表側となり、その裏側に通知
情報記入片が配置された状態で配送物に貼着され、その後、配送情報記入片が配送物から
剥離されることにより通知情報記入片が取り出されるので、通知情報記入片を配送物とと
もに段ボール等に入れることなく、配送物の配送先に送付することができる。
【００１０】
　また、上記構成においてさらに、配送情報記入片と通知情報記入片とが分離可能に連接
し、配送情報記入片が、通知情報記入片との連接方向両端部に、貼着された第２のシート
が剥離可能となった第２の擬似貼着部を有し、第２のシートが、配送情報記入片の第２の
擬似貼着部のうち通知情報記入片との連接側とは反対側の第２の擬似貼着部に対向する領
域が他の領域から分離可能に構成されていれば、第１のシートに設けられた第１の擬似貼
着部と第２の擬似貼着部によって配送情報記入片の４辺が配送物に貼着されることになる
ので、配送物に貼着された状態にて配送物との間に異物が混入してしまうことがなく、ま
た、配送物の配送途中において物がひっかかる等して不用意に剥がれてしまうことを回避
することができる。
【００１１】
　また、配送情報が記入または印字される配送情報記入片と通知情報が記入または印字さ
れる通知情報記入片とが分離可能に連接してなる第１のシートと、第１のシートの一方の
面に粘着層によって貼着された第２のシートとを有してなる配送用ラベルであって、配送
情報記入片が、通知情報記入片との連接方向両端部に、貼着された前記第２のシートが剥
離可能となった擬似貼着部を有し、第２のシートが、配送情報記入片の擬似貼着部のうち
通知情報記入片との連接側とは反対側の擬似貼着部に対向する領域が他の領域から分離可
能に構成されているものにおいては、第１のシートの配送情報記入片と通知情報記入片と
を分離するとともに、配送情報記入片の擬似貼着部のうち通知情報記入片との連接側の擬
似貼着部から第２のシートを剥離し、第２のシートの配送情報記入片が剥離した領域に沿
う領域を折り線として第２のシートが内側となるように折り畳み、また、第２のシートの
配送情報記入片の擬似貼着部のうち通知情報記入片との連接側とは反対側の擬似貼着部に
対向する領域を他の領域から分離して配送情報記入片から剥離すると、配送情報記入片の
通知情報記入片との連接方向両端部に配置された擬似貼着部にて粘着層がそれぞれ表出し
、その粘着層が表出した面側に通知情報記入片が存在することとなり、それにより、配送
情報記入片を表側とし、裏側に通知情報記入片が配置された状態で粘着層によって配送物
に貼着されることになる。その後、配送物が配送情報記入片に記入または印字された配送
情報に従って配送先に配送され、配送物に貼着された配送情報記入片を配送物から剥離す
ると、配送情報記入片の裏側に配置された通知情報記入片を取り出すことができる。
【００１２】
　また、配送情報記入片が、他の領域から分離可能に区画形成された分離票を有し、分離
票の第２のシートに対向する面には粘着層が配置されていない構成とすれば、配送情報記
入片を配送物に貼着したまま分離票のみを配送情報記入片から分離して配送物から離脱す
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ることができる。
【発明の効果】
【００１３】
　以上説明したように本発明においては、配送情報記入片と通知情報記入片とが連接して
なる第１のシートと、第１のシートの一方の面に粘着層によって貼着された第２のシート
とを有してなる配送用ラベルであって、第１のシートが、配送情報記入片と通知情報記入
片の連接方向に延びるようにその両側部に沿って第１の切り離し線が形成され、配送情報
記入片の第１の切り離し線よりも外側が、貼着された第２のシートが剥離可能となった第
１の擬似貼着部となり、第２のシートが、第１の擬似貼着部に対向する領域が他の領域か
ら分離可能に構成されるとともに、通知情報記入片に形成された第１の切り離し線に対向
する領域に第２の切り離し線が形成されている構成としたため、第１のシートの第１の擬
似貼着部から第２のシートを剥離して第１の擬似貼着部にて粘着層を表出させるとともに
、通知情報記入片及び第２のシートにそれぞれ形成された第１及び第２の切り離し線を切
り離し、第１及び第２のシートを配送情報記入片と通知情報記入片との連接部分にて折り
畳むことにより、配送情報記入片が表側となり、裏側に通知情報記入片が配置された状態
で粘着層によって配送物に貼着され、その後、配送物に貼着された配送情報記入片に形成
された第１の切り離し線を切り離すと、配送情報記入片の擬似貼着部のみが配送物に貼着
されたままで、配送情報記入片と通知情報記入片を配送物から分離することができ、それ
により、通知情報記載片を配送先に配送物とともに送付する場合、作業を煩雑にすること
なく、かつ、通知情報記載片と配送物を配送するための配送情報とのマッチングミスを防
止することができる。
【００１４】
　また、上記構成においてさらに、配送情報記入片と通知情報記入片とが分離可能に連接
し、配送情報記入片が、通知情報記入片との連接方向両端部に、貼着された第２のシート
が剥離可能となった第２の擬似貼着部を有し、第２のシートが、配送情報記入片の第２の
擬似貼着部のうち通知情報記入片との連接側とは反対側の第２の擬似貼着部に対向する領
域が他の領域から分離可能に構成されたものにおいては、第１のシートに設けられた第１
の擬似貼着部と第２の擬似貼着部によって配送情報記入片の４辺が配送物に貼着されるこ
とになるので、配送物に貼着された状態にて配送物との間に異物が混入してしまうことが
なく、また、配送物の配送途中において物がひっかかる等して不用意に剥がれてしまうこ
とを回避することができる。
【００１５】
　また、配送情報記入片と通知情報記入片とが分離可能に連接してなる第１のシートと、
第１のシートの一方の面に粘着層によって貼着された第２のシートとを有してなる配送用
ラベルであって、配送情報記入片が、通知情報記入片との連接方向両端部に、貼着された
第２のシートが剥離可能となった擬似貼着部を有し、第２のシートが、配送情報記入片の
擬似貼着部のうち通知情報記入片との連接側とは反対側の擬似貼着部に対向する領域が他
の領域から分離可能に構成されたものにおいては、第１のシートの配送情報記入片と通知
情報記入片とを分離するとともに、配送情報記入片の擬似貼着部のうち通知情報記入片と
の連接側の擬似貼着部から第２のシートを剥離し、第２のシートの配送情報記入片が剥離
した領域に沿う領域を折り線として第２のシートが内側となるように折り畳み、また、第
２のシートの配送情報記入片の擬似貼着部のうち通知情報記入片との連接側とは反対側の
擬似貼着部に対向する領域を他の領域から分離して配送情報記入片から剥離し、配送情報
記入片を表側とし、その裏側に通知情報記入片が配置された状態で配送物に貼着し、その
後、配送情報記入片を配送物から剥離することにより通知情報記入片が取り出されること
となり、それにより、上記同様の効果を奏する。
【００１６】
　また、配送情報記入片が、他の領域から分離可能に区画形成された分離票を有し、分離
票の第２のシートに対向する面には粘着層が配置されていない構成としたものにおいては
、配送情報記入片を配送物に貼着したまま分離票のみを配送情報記入片から分離して配送
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物から離脱することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００１８】
　（第１の実施の形態）
　図１は、本発明の配送用ラベルの第１の実施の形態を示す図であり、（ａ）は表面から
見た図、（ｂ）は（ａ）に示したＡ－Ａ’断面図、（ｃ）は表面シート１０の裏面の構成
を示す図、（ｄ）は剥離紙２０の表面シート１０との貼着面の構成を示す図である。
【００１９】
　本形態は図１に示すように、互いに同一形状を有する第１のシートである表面シート１
０と第２のシートである剥離紙２０とが、表面シート１０の裏面に粘着剤３０が塗布され
ることにより設けられた粘着層によって貼着されて構成されている。
【００２０】
　表面シート１０は、配送情報記入片である配送伝票片１１と、通知情報記入片である明
細書片１２とがスリット１５を介して連接して構成されており、このスリット１５によっ
て配送伝票片１１と明細書片１２とは分離可能となっている。
【００２１】
　配送伝票片１１は、送り状１３と分離票である受領書１４とを有し、受領書１４は、周
囲に形成されたミシン目１７によって分離可能に区画形成されている。また、受領書１４
の角部には切り込み１８が形成されており、この切り込み１８が、受領書１４を配送伝票
片１１から分離する際に摘み代となっている。送り状１３及び受領書１４には、この配送
用ラベルが貼着される配送物の配送元及び配送先の住所や氏名あるいは名称等の配送情報
が記入あるいは印字される配送情報記入領域１３ａ，１４ａがそれぞれ設けられており、
受領書１４にはさらに、配送物が配送先に届けられた際に受領印を押下するための押印領
域１４ｂが設けられている。
【００２２】
　明細書片１２には、この配送用ラベルが貼着される配送物の詳細が記入あるいは印字さ
れる明細情報記入領域１２ａが設けられている。
【００２３】
　表面シート１０の裏面には、受領書１４を除いた領域に粘着剤３０が塗布されている。
すなわち、受領書１４の剥離紙２０に対向する面には粘着剤３０が塗布されていない。
【００２４】
　剥離紙２０は、表面シート１０との貼着面の配送伝票片１１に対向する領域のうち、配
送伝票片１１と明細書片１２との連接方向両端部に剥離剤４０が塗布されており、それに
より、表面シート１０の剥離剤４０に対向する領域が、剥離紙２０が剥離可能となった擬
似貼着部１９ａ，１９ｂとなっている。また、剥離剤４０が塗布された領域のうち、配送
伝票片１１と明細書片１２との連接側とは反対側の領域は、スリット２１が形成されるこ
とによって剥離紙２０の他の領域から分離可能な分離部２３となっている。さらに、剥離
剤４０が塗布された領域のうち、配送伝票片１１と明細書片１２との連接側の領域には、
配送伝票片１１の内側に剥離剤４０に沿って第２の切り離し線であるミシン目２２が形成
されており、また、配送伝票片１０には、ミシン目２２に対向する領域に第１の切り離し
線であるミシン目１６が形成されている。すなわち、ミシン目１６は、配送伝票片１１の
擬似貼着部１９ａ，１９ｂのうち、明細書片１２との連接側の擬似貼着部１９ａの明細書
片１２とは反対側に隣接する領域に擬似貼着部１９ａに沿ってミシン目１６が形成されて
いることになる。なお、剥離紙２０の表面シート１０との貼着面またはそれとは反対側の
面のうち、明細書片１２に対向する領域に地紋を印刷しておくことも考えられる。その場
合、この配送用ラベルが配送物に貼着された状態において、明細書片１２の明細情報記入
領域１２ａに記入または印字された明細情報を外部から視認困難とすることができる。
【００２５】
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　以下に、上記のように構成された配送用ラベルの使用方法について説明する。
【００２６】
　まず、図１に示した配送用ラベルの配送物への貼着方法について説明する。
【００２７】
　図２は、図１に示した配送用ラベルの配送物への貼着方法を説明するための図である。
【００２８】
　図１に示した配送用ラベルを配送物に貼着する場合は、まず、配送伝票片１１の擬似貼
着部１９ａ，１９ｂを剥離紙２０から剥離する。配送伝票片１１は粘着剤３０によって剥
離紙２０に貼着されているものの、擬似貼着部１９ａ，１９ｂは、剥離紙２０の擬似貼着
部１９ａ，１９ｂに対向する領域に塗布された剥離剤４０によって剥離紙２０から剥離す
ることができる。また、剥離紙２０の擬似貼着部１９ｂに対向する領域は、スリット２１
によって剥離紙２０の他の領域から分離可能な分離部２３となっているため、剥離紙２０
の分離部２３を擬似貼着部１９ｂから剥離すると、図２（ａ）に示すように、分離部２３
は剥離紙２０から分離することになる。また、図２（ｂ）に示すように、剥離紙２０をミ
シン目２２を中心として折り畳むとともに、表面シート１０の明細書片１２と剥離紙２０
の明細書片１２に対向する領域を、ミシン目２２から明細書片１２の配送伝票片１１との
連接側とは反対側の端部までの略中心部にて明細書片１２が内側となるように折り畳む。
【００２９】
　すると、図２（ｂ）に示すように、配送伝票片１１の擬似貼着部１９ａ，１９ｂのみに
て粘着剤３０がそれぞれ表出し、その粘着剤３０が表出した面側に明細書片１２が配置さ
れた状態となる。なお、本形態においては、剥離紙２０及び明細書片１２を上述したよう
に折り畳んだ場合に、折り畳まれた領域が、図２（ｂ）に示すように、配送伝票片１１の
擬似貼着部１９ａ，１９ｂによって挟まれた領域の長さよりも短くなるような形状となっ
ている。
【００３０】
　そのため、擬似貼着部１９ａ，１９ｂにて表出した粘着剤３０によって配送用ラベルを
配送物に貼着すると、図２（ｃ）に示すように、配送伝票片１１が表側となり、その裏側
に明細書片１２が配置された状態となり、図２（ｄ）に示すように、配送伝票片１１に設
けられた送り状１３及び受領書１４の配送情報記入領域１３ａ，１４ａにそれぞれ記入あ
るいは印字された配送情報が視認可能となった状態で配送物５０が配送先に配送されるこ
ととなる。
【００３１】
　次に、図１に示した配送用ラベルが貼着された配送物が配送先に配送された後の使用方
法について説明する。
【００３２】
　図３は、図１に示した配送用ラベルが貼着された配送物が配送先に配送された後の使用
方法を説明するための図である。
【００３３】
　図１に示した配送用ラベルが貼着された配送物が配送先に配送され、受領書１４の押印
領域１４ｂに受領印が押下された後、図３（ａ）に示すように、受領書１４の切り込み１
８を摘み、ミシン目１７を破断していくことにより受領書１４を配送伝票片１１から分離
する。この際、配送伝票片１１の裏面のうち受領書１４の裏面には粘着剤３０が塗布され
ていないため、配送伝票片１１から分離した受領書１４を配送物５０から離脱させて回収
することができる。
【００３４】
　次に、図３（ｂ）に示すように、配送伝票片１１に形成されたミシン目１６を破断して
いくことにより、図３（ｃ）に示すように配送伝票片１１から擬似貼着部１９ａを分離す
る。
【００３５】
　そして、図３（ｄ）に示すように、配送伝票片１１の裏側に折り畳まれていた明細書片
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１２及びそれに対向する剥離紙２０を広げることにより、図３（ｅ）に示すように、明細
書片１２の明細情報記入領域１２ａに記入あるいは印字された明細情報が視認可能となり
、配送物５０に貼着された擬似貼着部１９ａを配送物５０から剥離することなく、明細情
報記入領域１２ａに記入あるいは印字された明細情報を、この配送用ラベルが貼着された
配送先に通知することができる。
【００３６】
　その後、剥離紙２０に形成されたミシン目２２を破断することにより、擬似貼着部１９
ｂによって配送物５０に貼着された配送伝票片１１から明細書片１２を分離することがで
きる。
【００３７】
　このように、本形態においては、配送伝票片１１と明細書片１２とが同一の表面シート
１０上に設けられていることにより、配送伝票片１１の配送情報記入領域１３ａ，１４ａ
に記入または印字された配送情報と明細書片１２とのマッチングミスを防止することがで
きる。また、配送伝票片１１が表側となり、その裏側に明細書片１２が配置された状態で
配送物５０に貼着され、その後、配送伝票片１１のミシン目１６が破断されることにより
、明細書片１２が取り出されるので、明細書片１２を段ボール等に入れることなく、配送
物の配送先に送付することができる。
【００３８】
　なお、本形態においては、配送伝票片１１にミシン目１６を形成しておき、このミシン
目１６を破断することにより、配送用ラベルが配送物５０に貼着された状態にて配送伝票
片１１の裏側に配置された明細書片１２を取り出し可能としているが、ミシン目１６を設
けず、配送物５０に貼着された擬似貼着部１９ａ，１９ｂを配送物５０から剥離すること
により、明細書片１２を取り出し可能としてもよい。また、明細書片１２の明細情報記入
領域１２ａに記入あるいは印字された明細情報が視認可能となるだけでよければ、明細書
片１２を配送伝票片１１から分離するためのミシン目２２を剥離紙２０に形成しておかな
くてもよい。
【００３９】
　（第２の実施の形態）
　図４は、本発明の配送用ラベルの第２の実施の形態を示す図であり、（ａ）は表面から
見た図、（ｂ）は（ａ）に示したＡ－Ａ’断面図、（ｃ）は表面シート１１０の裏面の構
成を示す図、（ｄ）は剥離紙１２０の表面シート１１０との貼着面の構成を示す図である
。
【００４０】
　本形態は図４に示すように、互いに同一形状を有する第１のシートである表面シート１
１０と第２のシートである剥離紙１２０とが、表面シート１１０の裏面に粘着剤１３０が
塗布されることにより設けられた粘着層によって貼着されて構成されている。
【００４１】
　表面シート１１０は、配送情報記入片である配送伝票片１１１と、通知情報記入片であ
る明細書片１１２とが折り部１１５を介して連接して構成されている。
【００４２】
　配送伝票片１１１は、送り状１１３と分離票である受領書１１４とを有し、受領書１１
４は、周囲に形成されたミシン目１１７によって分離可能に区画形成されている。また、
受領書１１４の角部には切り込み１１８が形成されており、この切り込み１１８が、受領
書１１４を配送伝票片１１１から分離する際に摘み代となっている。送り状１１３及び受
領書１１４には、この配送用ラベルが貼着される配送物の配送元及び配送先の住所や氏名
あるいは名称等の配送情報が記入あるいは印字される配送情報記入領域１１３ａ，１１４
ａがそれぞれ設けられており、受領書１１４にはさらに、配送物が配送先に届けられた際
に受領印を押下するための押印領域１１４ｂが設けられている。
【００４３】
　明細書片１１２には、この配送用ラベルが貼着される配送物の詳細が記入あるいは印字
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される明細情報記入領域１１２ａが設けられている。
【００４４】
　表面シート１１０は、配送伝票片１１１と明細書片１１２の連接方向に延びるようにそ
の両側部に沿って第１の切り離し線であるミシン目１１６が形成されている。また、表面
シート１１０の裏面には、受領書１１４を除いた領域に粘着剤１３０が塗布されている。
すなわち、受領書１１４の剥離紙１２０に対向する面には粘着剤１３０が塗布されていな
い。
【００４５】
　剥離紙１２０は、表面シート１１０との貼着面の配送伝票片１１１に対向する領域のう
ち、配送伝票片１１１に形成されたミシン目１１６に対向する部分から外側の領域に剥離
剤１４０が塗布されており、それにより、表面シート１１０の剥離剤１４０に対向する領
域、すなわちミシン目１１６よりも外側の領域が、剥離紙１２０が剥離可能となった擬似
貼着部１１９となっている。また、剥離紙１２０の配送伝票片１１１に対向する領域のう
ち、ミシン目１１６に対向する領域にはスリット１２１が形成されており、それにより、
擬似貼着部１１９に対向する領域が剥離紙１２０の他の領域から分離可能な分離部１２３
となっている。さらに、剥離紙１２０の明細書片１１２に対向する領域のうち、明細書片
１１２に形成されたミシン目１１６に対向する領域に第２の切り離し線であるミシン目１
２２が形成されている。なお、剥離紙１２０の表面シート１１０との貼着面またはそれと
は反対側の面のうち、明細書片１１２に対向する領域に地紋を印刷しておくことも考えら
れる。その場合、この配送用ラベルが配送物に貼着された状態において、明細書片１１２
の明細情報記入領域１１２ａに記入または印字された明細情報を外部から視認困難とする
ことができる。
【００４６】
　以下に、上記のように構成された配送用ラベルの使用方法について説明する。
【００４７】
　まず、図４に示した配送用ラベルの配送物への貼着方法について説明する。
【００４８】
　図５は、図４に示した配送用ラベルの配送物への貼着方法を説明するための図である。
【００４９】
　図４に示した配送用ラベルを配送物に貼着する場合は、まず、図５（ａ）に示すように
、明細書片１１２及び剥離紙１２０の明細書片１１２に対向する領域を、折り部１１５か
ら明細書片１１２の配送伝票片１１１との連接側とは反対側の端部までの略中心部にて明
細書片１１２が内側となるように折り畳む。
【００５０】
　次に、図５（ｂ）に示すように、上記のように折り畳まれた明細書片１１２及び剥離紙
１２０の明細書片１１２に対向する領域について、明細書片１１２及び剥離紙１２０にそ
れぞれ形成されたミシン目１１６，１２２を破断し、ミシン目１１６，１２２の外側とな
る部分を取り除く。
【００５１】
　そして、配送伝票片１１１の擬似貼着部１１９を剥離紙１２０から剥離する。配送伝票
片１１１は粘着剤１３０によって剥離紙１２０に貼着されているものの、擬似貼着部１１
９は、剥離紙１２０の擬似貼着部１１９に対向する領域に塗布された剥離剤１４０によっ
て剥離紙１２０から剥離することができる。また、剥離紙１２０の擬似貼着部１１９に対
向する領域は、スリット１２１によって剥離紙１２０の他の領域から分離可能な分離部１
２３となっているため、剥離紙１２０の分離部１２３を擬似貼着部１１９から剥離すると
、分離部１２３は剥離紙１２０から分離することになる。また、表面シート１１０及び剥
離紙１２０を折り部１１５を中心として剥離紙１２０が内側となるように折り畳み、剥離
紙１２０の分離部１２３を配送伝票片１１１から剥離したことにより擬似貼着部１１９の
裏面に表出した粘着剤１３０によって図５（ｃ）に示すように配送物１５０に貼着する。
【００５２】
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　配送物１５０に貼着された配送用ラベルは、配送伝票片１１１が表側となり、その裏側
に明細書片１１２が配置された状態となり、図５（ｄ）に示すように、配送伝票片１１１
に設けられた送り状１１３及び受領書１１４の配送情報記入領域１１３ａ，１１４ａにそ
れぞれ記入あるいは印字された配送情報が視認可能となった状態で配送物１５０が配送先
に配送されることとなる。
【００５３】
　次に、図４に示した配送用ラベルが貼着された配送物が配送先に配送された後の使用方
法について説明する。
【００５４】
　図６は、図４に示した配送用ラベルが貼着された配送物が配送先に配送された後の使用
方法を説明するための図である。
【００５５】
　図４に示した配送用ラベルが貼着された配送物が配送先に配送され、受領書１１４の押
印領域１１４ｂに受領印が押下された後、図６（ａ）に示すように、受領書１１４の切り
込み１１８を摘み、ミシン目１１７を破断していくことにより受領書１１４を配送伝票片
１１１から分離する。この際、配送伝票片１１１の裏面のうち受領書１１４の裏面には粘
着剤１３０が塗布されていないため、配送伝票片１１１から分離した受領書１１４を配送
物５０から離脱させて回収することができる。
【００５６】
　次に、図６（ｂ）に示すように、配送伝票片１１１に形成されたミシン目１１６を破断
していくことにより、配送伝票片１１１から擬似貼着部１１９を分離し、擬似貼着部１１
９以外の領域を配送物１５０から離脱させる。
【００５７】
　そして、折り畳まれていた表面シート１１０及び剥離紙１２０を広げることにより、図
６（ｃ）に示すように、明細書片１１２の明細情報記入領域１１２ａに記入あるいは印字
された明細情報が視認可能となり、配送物１５０に貼着された擬似貼着部１１９を配送物
１５０から剥離することなく、明細情報記入領域１１２ａに記入あるいは印字された明細
情報を、この配送用ラベルが貼着された配送先に通知することができる。
【００５８】
　このように、本形態においては、配送伝票片１１１と明細書片１１２とが同一の表面シ
ート１１０上に設けられていることにより、配送伝票片１１１の配送情報記入領域１１３
ａ，１１４ａに記入または印字された配送情報と明細書片１１２とのマッチングミスを防
止することができる。また、配送伝票片１１１が表側となり、その裏側に明細書片１１２
が配置された状態で配送物１５０に貼着され、その後、配送伝票片１１１のミシン目１１
６が破断されることにより、明細書片１１２が配送物１５０から離脱されるので、明細書
片１１２を段ボール等に入れることなく、配送物の配送先に送付することができる。
【００５９】
　（第３の実施の形態）
　図７は、本発明の配送用ラベルの第３の実施の形態を示す図であり、（ａ）は表面から
見た図、（ｂ）は（ａ）に示したＡ－Ａ’断面図、（ｃ）は（ａ）に示したＢ－Ｂ’断面
図、（ｄ）は表面シート２１０の裏面の構成を示す図、（ｅ）は剥離紙２２０の表面シー
ト２１０との貼着面の構成を示す図である。
【００６０】
　本形態は図７に示すように、第１の実施の形態に示したものと第２の実施の形態に示し
たものとを組み合わせたものであって、表面シート２１０のミシン目２１６ｂよりも外側
の領域が、剥離紙２２０が剥離可能となった第１の擬似貼着部２１９ｃとなり、また、表
面シート２１０の剥離紙２２０に塗布された剥離剤２４０に対向する領域が、剥離紙２２
０が剥離可能となった第２の擬似貼着部２１９ａ，２１９ｂとなっている。
【００６１】
　以下に、上記のように構成された配送用ラベルの使用方法について説明する。　まず、
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図７に示した配送用ラベルの配送物への貼着方法について説明する。
【００６２】
　図８は、図７に示した配送用ラベルの配送物への貼着方法を説明するための図である。
【００６３】
　図７に示した配送用ラベルを配送物に貼着する場合は、まず、配送伝票片２１１の擬似
貼着部２１９ａ，２１９ｂを剥離紙２０から剥離する。配送伝票片２１１は粘着剤２３０
によって剥離紙２２０に貼着されているものの、擬似貼着部２１９ａ，２１９ｂは、剥離
紙２２０の擬似貼着部２１９ａ，２１９ｂに対向する領域に塗布された剥離剤２４０によ
って剥離紙２２０から剥離することができる。また、剥離紙２２０の擬似貼着部２１９ｂ
に対向する領域は、スリット２２１ａによって剥離紙２２０の他の領域から分離可能な分
離部２２３ａとなっているため、剥離紙２２０の分離部２２３ａを擬似貼着部２１９ｂか
ら剥離すると、図８（ａ）に示すように、分離部２２３ａは剥離紙２２０から分離するこ
とになる。また、剥離紙２２０をミシン目２２２を中心として折り畳むとともに、表面シ
ート２１０の明細書片２１２と剥離紙２２０の明細書片２１２に対向する領域を、ミシン
目２２２から明細書片２１２の配送伝票片２１１との連接側とは反対側の端部までの略中
心部にて明細書片２１２が内側となるように折り畳み、さらに、図８（ｂ）に示すように
、上記のように折り畳まれた明細書片２１２及び剥離紙２２０の明細書片２１２に対向す
る領域について、明細書片２１２及び剥離紙２２０にそれぞれ形成されたミシン目２１６
ｂ，２２２を破断し、ミシン目２１６ｂ，２２２の外側となる部分を取り除く。
【００６４】
　そして、配送伝票片２１１の擬似貼着部２１９ｃを剥離紙２２０から剥離する。配送伝
票片２１１は粘着剤２３０によって剥離紙２２０に貼着されているものの、擬似貼着部２
１９ｃは、剥離紙２２０の擬似貼着部２１９ｃに対向する領域に塗布された剥離剤２４０
によって剥離紙２２０から剥離することができる。また、剥離紙２２０の擬似貼着部２１
９ｃに対向する領域は、スリット２２１ｂによって剥離紙２２０の他の領域から分離可能
な分離部２２３ｂとなっているため、剥離紙２２０の分離部２２３ｂを擬似貼着部２１９
ｃから剥離すると、分離部２２３ｂは剥離紙２２０から分離することになる。
【００６５】
　すると、剥離紙２２０の分離部２２３ｂを配送伝票片２１１から剥離したことにより擬
似貼着部２１９ｃの裏面に粘着剤２３０が表出するとともに、図８（ｃ）に示すように、
配送伝票片２１１の擬似貼着部２１９ａ，２１９ｂにおいても粘着剤２３０がそれぞれ表
出し、その粘着剤２３０が表出した面側に明細書片２１２が配置された状態となる。なお
、本形態においては、剥離紙２２０及び明細書片２１２を上述したように折り畳んだ場合
に、折り畳まれた領域が、図８（ｃ）に示すように、配送伝票片２１１の擬似貼着部２１
９ａ，２１９ｂによって挟まれた領域の長さよりも短くなるような形状となっている。
【００６６】
　そのため、擬似貼着部２１９ａ～２１９ｃにて表出した粘着剤２３０によって配送用ラ
ベルを配送物に貼着すると、図８（ｄ）に示すように、配送伝票片２１１が表側となり、
その裏側に明細書片２１２が配置された状態となり、配送伝票片２１１の４辺が配送物２
５０に貼着されることになる。そのため、配送用ラベルが配送物２５０に貼着された状態
にて配送用ラベルと配送物との間に異物が混入してしまうことがなく、また、配送物２５
０の配送途中において物がひっかかる等して配送用ラベルが不用意に剥がれてしまうこと
を回避することができる。そして、図８（ｅ）に示すように、配送伝票片２１１に設けら
れた送り状２１３及び受領書２１４の配送情報記入領域２１３ａ，２１４ａにそれぞれ記
入あるいは印字された配送情報が視認可能となった状態で配送物２５０が配送先に配送さ
れることとなる。
【００６７】
　次に、図７に示した配送用ラベルが貼着された配送物が配送先に配送された後の使用方
法について説明する。
【００６８】
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　図９は、図７に示した配送用ラベルが貼着された配送物が配送先に配送された後の使用
方法を説明するための図である。
【００６９】
　図７に示した配送用ラベルが貼着された配送物が配送先に配送され、受領書２１４の押
印領域２１４ｂに受領印が押下された後、図９（ａ）に示すように、受領書２１４の切り
込み２１８を摘み、ミシン目２１７を破断していくことにより受領書２１４を配送伝票片
２１１から分離する。この際、配送伝票片２１１の裏面のうち受領書２１４の裏面には粘
着剤２３０が塗布されていないため、配送伝票片２１１から分離した受領書２１４を配送
物５０から離脱させて回収することができる。
【００７０】
　次に、図９（ｂ）に示すように、配送伝票片２１１に形成されたミシン目２１６ａ，２
１６ｂを破断していくことにより、図９（ｃ）に示すように配送伝票片２１１から擬似貼
着部２１９ａ，２１９ｃを分離する。
【００７１】
　そして、図９（ｄ）に示すように、配送伝票片２１１の裏側に折り畳まれていた明細書
片２１２及びそれに対向する剥離紙２２０を広げることにより、図９（ｅ）に示すように
、明細書片２１２の明細情報記入領域２１２ａに記入あるいは印字された明細情報が視認
可能となり、配送物２５０に貼着された擬似貼着部２１９ａ，２１９ｃを配送物２５０か
ら剥離することなく、明細情報記入領域２１２ａに記入あるいは印字された明細情報を、
この配送用ラベルが貼着された配送先に通知することができる。
【００７２】
　その後、剥離紙２２０に形成されたミシン目２２２を破断することにより、擬似貼着部
２１９ｂによって配送物２５０に貼着された配送伝票片２１１から明細書片２１２を分離
することができる。
【００７３】
　このように、本形態においては、配送伝票片２１１と明細書片２１２とが同一の表面シ
ート２１０上に設けられていることにより、配送伝票片２１１の配送情報記入領域２１３
ａ，２１４ａに記入または印字された配送情報と明細書片２１２とのマッチングミスを防
止することができる。また、配送伝票片２１１が表側となり、その裏側に明細書片２１２
が配置された状態で配送物２５０に貼着され、その後、配送伝票片２１１のミシン目２１
６ａ，２１６ｂが破断されることにより、明細書片２１２が取り出されるので、明細書片
２１２を段ボール等に入れることなく、配送物の配送先に送付することができる。
【００７４】
　なお、上述した３つの実施の形態においては、明細書片１２，１１２，２１２や剥離紙
２０，１２０，２２０を折り畳んで配送伝票片１１，１１１，２１１の裏側に配置してい
るが、明細書片１２，１１２，２１２の形状によっては、明細書片１２，１１２，２１２
や剥離紙２０，１２０，２２０を折り畳むことなく配送伝票片１１，１１１，２１１の裏
側に配置することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明の配送用ラベルの第１の実施の形態を示す図であり、（ａ）は表面から見
た図、（ｂ）は（ａ）に示したＡ－Ａ’断面図、（ｃ）は表面シートの裏面の構成を示す
図、（ｄ）は剥離紙の表面シートとの貼着面の構成を示す図である。
【図２】図１に示した配送用ラベルの配送物への貼着方法を説明するための図である。
【図３】図１に示した配送用ラベルが貼着された配送物が配送先に配送された後の使用方
法を説明するための図である。
【図４】本発明の配送用ラベルの第２の実施の形態を示す図であり、（ａ）は表面から見
た図、（ｂ）は（ａ）に示したＡ－Ａ’断面図、（ｃ）は表面シートの裏面の構成を示す
図、（ｄ）は剥離紙の表面シートとの貼着面の構成を示す図である。
【図５】図４に示した配送用ラベルの配送物への貼着方法を説明するための図である。
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【図６】図４に示した配送用ラベルが貼着された配送物が配送先に配送された後の使用方
法を説明するための図である。
【図７】本発明の配送用ラベルの第３の実施の形態を示す図であり、（ａ）は表面から見
た図、（ｂ）は（ａ）に示したＡ－Ａ’断面図、（ｃ）は（ａ）に示したＢ－Ｂ’断面図
、（ｄ）は表面シートの裏面の構成を示す図、（ｅ）は剥離紙の表面シートとの貼着面の
構成を示す図である。
【図８】図７に示した配送用ラベルの配送物への貼着方法を説明するための図である。
【図９】図７に示した配送用ラベルが貼着された配送物が配送先に配送された後の使用方
法を説明するための図である。
【符号の説明】
【００７６】
　１０，１１０，２１０　　表面シート
　１１，１１１，２１１　　配送伝票片
　１２，１１２，２２２　　明細書片
　１３，１１３，２１３　　送り状
　１３ａ，１４ａ，１１３ａ，１１４ａ，２１３ａ，２１４ａ　　配送情報記入領域
　１４，１１４，２１４　　受領書
　１４ｂ，１１４ｂ，２１４ｂ　　押印領域
　１５，２１，１２１，２２１ａ，２２１ｂ　　スリット
　１６，１７，２２，１１６，１１７，１２２，２１６ａ，２１６ｂ，２１７，２２２　
　ミシン目
　１８，１１８，２１８　　切り込み
　１９ａ，１９ｂ，１１９，２１９ａ～２１９ｃ　　擬似貼着部
　２０，１２０，２２０　　剥離紙
　２３，１２３，２２３　　分離部
　３０，１３０，２３０　　粘着剤
　４０，１４０，２４０　　剥離剤
　５０，１５０，２５０　　配送物
　１１５　　折り部
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